




２．海水導入実験区におけるアサリ稚貝の成育実験 

水槽実験におけるアサリ浮遊幼生の着底試験の結果

を図 5 に示した。約 30cm2 あたりの着定数は，砂質の浦

村海域の底質で 22.2±1.9 個と最も多く，砂泥質の立神人

工干潟，砂れき質の杓浦自然干潟，泥質の杓浦海水導入

区，石淵沿岸休耕地，杓浦対照区の順に低くなった。杓

浦における海水導入のあるなしで比較すると，海水導入

区で 12.4±1.7 個，対照区で 2.2±0.8 個となり，海水導入

区のほうが定着は良好であった。底質中の AVS の影響が

考えられる。一般に過剰な AVS は，毒性が高く，生物の

成長に影響を与えるといわれている。そのため，海水導 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入を行っていない対照区で AVS が高かったのに対し，海

水導入区は，海水交換により，底質が酸化され，好気的

状態に変化していることから，浮遊幼生の定着が良好で

あったこと考えられた。この結果は，有機物含有量に富

んだ底質であっても，海水導入による好気的環境が形成

されていれば，アサリが成育できることを示している。

また，昨年度までの実験結果によって，海水導入区にお

いて，アサリ稚貝の良好な生育が確認されていることか

らも，今後このような沿岸休耕地においてアサリの回復

が可能であることが示唆された。 

 


